
みんなが笑顔になる農業を目指して
～自主的にやりがいをもって働ける農園づくり～

株式会社宇佐川農園 宇佐川美奈



宇佐川農園について 栽培品目及び面積

リーフレタス 10ha（2～3回転）

トウモロコ ３ha

イチゴ 600坪

その他 オクラ・サツマイモ・枝豆

平成24年 久留米市荒木町にて新規就農

平成27年 夫が就農 パートさん雇用

平成30年 夫婦で認定農業者

令和４年 株式会社宇佐川農園設立

令和４年 「女性の活躍部門」にて
農林水産大臣賞受賞

労働力

本人・夫

従業員 1名

アルバイト 2名

パート 4名

外国人実習生 4名

（男性5名 女性8名）

経営理念

働いている人の充実感・幸福感があがる農業を目指す



積極的に子育て世代の女性の雇用

・子育て世代の方が、育児、家事を優先して
働けるように作物の栽培計画をたてる

・自分の働ける時間でのシフト制

・休みの取りやすい体制づくり

・パートから正社員へステップアップ

・農園の思い、方針を伝える

・従業員とのコミュニケーション

・個人に頼った作業を作らない

・週に１回のミーティング

・トラクター、食品衛生管理者などの免許取得を推進

・GAP認証取得により、農園のルール化、労働安全への強化

働きやすい環境づくり

刃物研ぎ研修会年末の餅つき

全体ミーティング
夏休みカキ氷



GAP認証取得により、農園のルール化、労働安全への強化

GAP取得のきっかけ

・農業経営において持続可能で、効率的な経営を実現するために
農園のルール化が必要。そこでGAPの取得に取り組んだ

・持続可能な農業には労働安全の強化が重要だと気づいた

労働安全の対策

・機械の使用前点検、定期的なメンテナンス
・作業に応じた適切な防護具（手袋、マスク、カッパ、保護メガネなど）
・農薬散布のルール化
・作業場の整理整頓
・作業場、圃場での危険箇所の見直し、リスク管理
・作業者の健康管理（体調チェック、熱中症予防ルール化）
・事故やケガにそなえて緊急連絡先の掲示
・資材、農薬、肥料の在庫管理
・外国人実習生の教育と理解



●農薬散布のときは、
圃場一覧表の連絡先を
確認すること。

電
柱

←交差点

●見通しが悪くなるため交
差点付近には駐車しない。

●道路が狭いため、電柱の付
近に駐車しない。

ドリフト注
意

●駐車スペースが少ないため、出
来るだけ乗り合わせていく！

●農道が狭いため徐行運転する
事。

●農薬散布のときは、圃場一覧表
の連絡先を確認すること。

●圃場の入口は狭いため、確認
し合いながら出入りすること。
※１人の場合は、特に気を付け
る
●入り口の左側にあるスペース
はできるだけ駐車しないこと。

【例】圃場危険箇所 50ほどあるすべての圃場の、危険箇所などを文章化し対策している



作業内容
（対象）

想定される
場所

想定される事故・怪我
リ
ス
ク

根拠 改善対策

トラクター 圃場 トラクターの転倒 高 狭い農道でのスリップ経験あり
・圃場を出る前にブレーキの連結確認

・危険個所での減速
・危険個所の補強（草刈り、土入れ）

機械・機器
（全般）

圃場・農場内
機械への巻き込まれ

追突・接触
高

軽トラでのバックの際、
接触しそうになった

・機械の点検、清掃の時の停止確認、
・補助員への安全確認指導

・軽トラの坂道への駐車時のルール

作業者
圃場・農場内

作業場
熱中症 高

熱中症を発症まで
はならなかったが、
体調不良で早退した。

・こまめに水分補給
・夏場は早朝からの作業で気温が

高い時間の作業を避ける
・1人で作業しないこと

・熱中症チェックリスト確認

月に1回のヒヤリハット・ルール違反の事例投稿

小さな事でも必ず報告し、報告したら終わりではなく
必ず改善策まで決める

リスク評価表



投稿日 内容 いつ どこで 何をしたのか／何があったのか なぜ起きたのか どうすれば良かったのか？ 改善の結果

10/2/2024 ルール違反 当日 倉庫 軽トラのカギを抜くのを忘れた 確認不足 再確認 なし

10/2/2024 ルール違反 レタスの種まき 倉庫
種まき大量の水を使う時、水道水を使って
いる。
大量の水を使う際は、井戸水を使う。

ルール化してなかった。
水を使う作業は、ルールを決める。
水道の蛇口にラミネートなどで、水道か井
戸が誰でもわかる様にする！

なし

10/24/2024 ヒヤリハット
10時半頃 休憩の後に
収穫場所に戻る際

筑後小の畑で
収穫用包丁⑦が収穫中の畑途中に落ちてい
た

切る人は各々包丁を持っていたの
で、
詰める人が台車上に置いていた包
丁が落下し気づいていないのでは
ないか

詰める人もレタスを切る事があるため、包
丁を持参し畑に入っている。
台車上の置き場所を決める、又は台車の人
は包丁を持ち歩かないようにする。

誰が使用していた包丁か不明
だったため、
畑先頭に戻るN君を通して包丁
入れバケツに戻してもらいまし
た

10/24/2024 ルール違反 10月24日 下駄箱置き前
スリッパをいつも棚に直してない人がいる。

そのまま置いてる
棚にきちんと直すルールなので、直してく
ださい。

直すように伝える

10/25/2024 ヒヤリハット 10月16日
苗出しで苗を並べる
ところ。

苗出しをする際にパイプにひっかかり、つ
まずいてしまった。

パイプの高さまで足が上がってい
なかった。

パイプの間を歩くときは、足をあげる。 気を付けます。

11/4/2024 ヒヤリハット
苗を見ている時

苗床（外）
長いパイプでつまづきそうになった。 苗を見ていて足元を見てなかった。

パイプをブロックつらで切る！ まだ

11/4/2024 ルール違反 イチゴ消毒 広川ハウス 農薬の倍率を間違えた（薄かった） 二重確認をしてなかった 確実に2人で二重確認する！ 農薬散布ルールの確認、徹底

11/8/2024 ヒヤリハット
石灰ふるトラクター
を出す時！

トラクター置き場！
赤トラクターでごろごろ椅子を轢いてしま
いました！

元のところに直してなかった！
邪魔になるとこに置かないこと！元のとこ
ろに戻すこと！

11/12/2024 ヒヤリハット 11/5 JA 車の誤操作があった 確認が不十分だったため
落ち着いて目の前のことを一つ一つ確認し
て終わらせるようにする

慌てずに、確認作業を必ずする
事。

11/19/2024 ヒヤリハット 11/14頃
小屋の前の自動販売
機

自動販売機のゴミ箱のゴミが多すぎて外に
溢れたり置いてあったりした。
ゴミ屋敷みたいで見た目も悪かったのでゴ
ミが入らない場合は裏のペットボトルのゴ
ミが酷すぎると業者がゴミ箱を設置しなく
なる事もあります。

ゴミの捨て方を説明していないか
ら？

入らない場合は裏に捨てる まだ分かりません

11/30/2024 ルール違反 11月18日 ケイゴ大（圃場）
収穫の休憩に入る際、誰か包丁を歩道の上
に置いていた。
(バケツに入れて無い状態。)

バケツに戻すか、自分が収穫してたところ
に分かりやすく置いておく。

包丁に番号を付けて、何番を
使っていたか
分かるようにする。使用後は本
数を確認する。

12/28/2024 ヒヤリハット 数日前 家のトイレ

磨りガラスの所を見えなくした方がいいと
思います。
姿が見えるのを気にしている人達がいまし
た。

すだれ みたいなもので外から見えないよう
にする？

4/30/2025 ヒヤリハット イチゴランナーさし 苗床
ランナーさしを教えてる時滑って転びそう
になった

スリッパで作業してたから
長靴で作業する。
足元を確認する。

長靴だったら、滑らない。
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考えられるリスク 程度 対策

出入口からの害獣の侵入 高 出入口は外出時は必ず閉める

出荷用段ボールの汚れ 低 パレットを使用して、地面に置かないようにする

出荷資材のホコリ 低 箱やケースに収納する

圃場作業での長靴の泥の持ち込み 高 作業場に入る前には洗うか、スリッパに履き替える

中二階からの転落 高 安全柵を取り付ける。ハシゴを上るときは1人では上がらない



肥料

ビニール（トンネル）

イチゴ灌水チューブ

ほうれん草
播種機

弾丸

代かき
ロータリー

ト
ン
ネ
ル
紐
・
パ
ッ
カ
類
・
苺
資
材

草刈り機

動噴

エンジンポンプ
背負い噴霧器

燃料農薬保管庫

スコップ
くわ

工
具

リ
フ
ト

出入口

マ
ル
チ

消毒用
カッパ
手袋

ゴーグル

考えられるリスク 程
度

対策

資材の出し入れ時、
機械が近いため危ない

高 頻繁に使用するものは
なるべく手前に置く

防除機械から
資材への農薬汚染

低 資材の隣に置かない

燃料の火災 低 火気厳禁、消火器の設置、
コンセント位置

工具の紛失 低 使用後は元の場所に戻す
場所の位置を決める

害獣の被害での肥料、
ビニールの損傷

高 出入口の扉は必ず閉める

倉庫②



外国人労働者への教育、理解の対策

・翻訳機能のアプリを使って、報告、指示を行う

・作業ミーティングに必ず1人は参加し、複雑な内容は通訳して
説明してもらう

・その現場で実際の物やジェスチャーを使って、
説明する。後で言葉で説明するのは難しい

・休憩時間などは、積極的にコミニケションを取り
日本語、母国語などについて話す

・作業アプリを使って、毎日の作業内容、作物、資材名を
入力してもらう事で覚えるのが早くなる

・定期的に就業時間内に個人面談を行い、
悩みや相談を話せる時間をつくる

例：翻訳アプリ機能



労働安全強化の課題

・天候や気温に大きく左右されるため、勤務体制、休憩時間の見直し
対策案：作業場での冷房設備

・高齢化により体力、機械操作の際の事故のリスク増加
対策案：近隣農家への作業員代行

・農薬散布での健康リスク
対策案：農薬散布ドローン導入

・労働安全について定期的な指導、講習、研修の時間の確保
対策案：農作業だけではなく、指導などの時間もいれた栽培計画を立てる

・労働安全対策の資金（安全柵、機械の安全フレーム、研修時間）
対策案：補助金の活用、労働安全の予算を含めた経営計画
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